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構造物基礎のボーリング調査に弾性波探査を併用した
地すべりブロック範囲の検討事例

株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 倉田 力

1. はじめに

ダム建設に伴う貯水地すべり調査は，地形判読や現地

踏査による概査，概査結果に基づく精査による地すべり

地形等の抽出，ボーリング調査によるすべり面の推定，

観測機器による水位の挙動と活動性の精査によって，地

すべり機構・安定解析や対策工計画に必要な資料を得る

ことを目的に実施する 1)．本業務は某ダムの付替道路設

計のため，構造物(橋梁)計画箇所に近接した地すべりブ

ロック範囲の把握を目的に，構造物基礎のボーリング調

査に併せて弾性波探査を適用した検討事例を紹介する．

2. 地質概要及び調査背景

図-1に調査位置平面図を示す．調査地付近は，安山岩

質の火山性砕屑岩類を主とし，岩相は自破砕溶岩(Au)，

凝灰角礫岩(Tb)，火山礫凝灰岩(Lpt)，軽石凝灰岩(Pmt)が

分布する．また，地すべり範囲は，すべり面より上位に

破砕を受けた移動土塊層(ls)が分布する．

既存調査から，A1橋台北側には，地すべりブロック(L-

1ブロック)の頭部(L-1-A1ブロック)が分布し，施工によ

る影響が懸念されている2)．

A1橋台計画箇所の既存ボーリング調査(既存 B-1)で

は，深度17.6m までＮ値の低下した D 級岩盤(角礫状の Au

層)が分布する．対して，P1橋脚の既存調査(既存 B-2)で

は，深度2.7m からＮ値50以上の CM 級岩盤(Au 層)が分布

し，地層が不連続であること，D 級岩盤が厚いのは A1橋

台付近のみである結果が得られていた．

3. 問題点と課題

調査地の問題点と課題を整理する．

(1)問題点

1)A1橋台と P1橋脚の北側に地すべりブロックの頭部

が隣接すること

2)P1橋脚計画箇所は，CM 級の岩盤が分布するが，A1

橋台計画箇所には，ルーズな地層(D 級岩盤)が厚く

分布しており，A1橋台まで地すべりブロックが分

布している可能性が考えられること

(2)課題

1)A1橋台(既存 B-1)で認められたルーズな地層（D 級

岩盤）は地すべり移動土塊(ls)であるか否かを判断

すること

2)D 級岩盤が地すべり移動土塊(ls)であった場合，そ

の範囲を明確にすること

4. 調査計画

課題1)に対しては，図-1に示した現状の L-1-A1ブロッ

ク内でボーリングを2箇所(K-2-1,K-2-2)行い，地すべり

移動土塊(ls)の性状確認，既存 B-1孔と対比する．

課題2)に対しては，ルーズな地層(D 級岩盤)の分布範

囲を平面的に把握するため，地盤の物性を面的に把握す

るのに有効な弾性波探査を2測線(弾性波探査 A,B 測線)

で計画する．

図-1 調査位置平面図および調査計画図

5. 実施結果及び考察

(1)ボーリング

課題1)に対して,地すべりブロック内外のボーリング

コアを対比させた結果，既存 B-1で確認されたルーズな

地層(D 級岩盤)は，K-2-1及び K-2-2で確認された地すべ

り移動土塊(ls)と同様な岩相，Ｎ値の低下，破砕程度が

確認された．よって，A1橋台(既存 B-1)で確認された D 級

岩盤は地すべり移動土塊(ls)の可能性が高いと考えられ

た.

(2)弾性波探査

課題2)に対して，A 測線では，既存 B-1および K-2-4孔

における D 級岩盤基底深度付近の P 波速度は概ね

1.2km/sec であること，P 波速度1.2km/sec 以下を示す層

厚は A1橋台と P1橋脚の中間付近で急に薄くなる結果が

得られた(図-2)．この結果は既存 B-2孔で D 級岩盤は深

度2.7m までと極端に薄い結果と整合することから，速度

分布は岩盤性状を反映していることが確認された．
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図-2 弾性波探査 A 測線結果図（P 波速度整理）

さらに，A・B 測線の速度線の乱れ(変化点)が3点見い

出され，この3点で構成される1つの不連続面の方向を解

析した結果，北東-南西方向で東に55°傾斜するような地

層の不連続面が推定された３）(図-3～図-5)．図-3におい

ては既存 B-1と既存 B-2の間にこの不連続面が反映され，

この不連続面を境に，起点側と終点側で地質性状の相違

があると考えられた．

図-3 弾性波探査 A 測線結果図（推定不連続面）

図-4 弾性波探査 B 測線結果図（推定不連続面）

以上より，ボーリングコアの対比による地すべり移動

土塊(ls)の判定，D 級岩盤に相当する弾性波速度層の層

厚の変化状況，弾性波速度線の変化点から推定される不

連続面の位置を総合して地すべりブロック頭部の範囲を

推定した(図-5)．

6. 後続業務における地すべりブロック範囲の検討

本業務では，前節のとおりボーリング調査に弾性波探

査を併用して地すべりブロック範囲を推定した．本業務

の後続業務として追加ボーリング調査が実施され，その

結果を踏まえた地すべり総合解析業務では，L-1地すべり

範囲の精査が行われた4)．

解析業務で精査された L-1地すべりブロック範囲を図

-5に緑線で示す．ブロック範囲を対比すると，弾性波探

査結果を併用して推定した地すべりブロック範囲と解析

業務で精査された地すべりブロック範囲は概ね一致し

た．これらの結果から，弾性波探査を併用した調査手法

が地すべりブロック範囲の把握に活用できる可能性があ

ると考える．

図-5 本業務推定地すべり範囲および

地すべり解析業務推定地すべりブロック範囲

7. おわりに

本業務では，構造物計画箇所に近接した地すべりブロ

ック範囲の把握を目的に，ボーリング調査と併せて2方向

での弾性波探査を適用し，ボーリングで確認されたルー

ズな地層（D 級岩盤）の分布状況と合わせて地すべりブ

ロック範囲を推定した．

このように，本報告ではボーリングによる「点」での

地質情報に，弾性波探査を併用することにより「線」の

地質情報を加え，地すべりブロックの平面的な分布を推

定した一事例として報告した．

今後も現場特性に適した調査手法について検討し，よ

り効果的な成果が得られるよう研鑽を積んでゆきたい．
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